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研究成果の概要（和文）：東アジアに広く見られる、物故者の為の造像を「奉為の造像」と位置

づけ、四年間の研究期間の間に特に中国の事例を調査した。その上で、日本作例との比較をお

こない、そこに込められた造像動機と仏像表現の関係を考察した。これらの成果に基づく三篇

の論文を収載した研究成果報告書を刊行し、中国、韓半島、日本における「奉為の造像」の造

像原理と具体的な事例を示した。 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted research focus on Buddhist statues that were made 
for a memorial service, that is“ONTAME NO ZOZO”in Japanese. This kind of motivation 
for making statues is based on not only Buddhism but also Confucianism in eastern Asia. 
We surveyed such works mainly in China, compared their expression with Japanese, and 
published the research journal includes three essays. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来の美術史の主な関心は、美術作品の帰

属とその様式であったが、近年は、美術をそ

の背後にある文脈とともに考究する方法が

自覚されるようになった。その方法からおこ

なわれる、近年の研究の主流は、文脈を社会

的・政治的なものとして把握することにある。

一方、研究代表者は、基盤研究（Ｃ）「仏像

荘厳にあらわれる墓モチーフに関する調

査研究」（2002～2004 年度、研究経費 3,400

千円）を遂行し、仏教と墓葬美術との関係

を問う観点から研究を進めた。同研究によ

り、仏教美術を仏教以外の思想との習合を

背景に考えるべきことを自覚し、本研究は
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その延長上に計画された。美術を考える文

脈をより思想的、宗教的なものとするため

に、２．に詳述するとおり「奉為の造像」

という切り口から研究を進めることとした。

「奉為の造像」は、仏像というものの孕む本

質的な一面を捉える見方と考えられるが、美

術史において造像を支える理念としてこれ

を措定し、その表現及び機能を考察した研究

は、研究開始当初にはなかった。 
 
２．研究の目的 
古代日本の造像のうち、法隆寺釈迦三尊像

を始めとする７世紀の在銘像はいずれも、物
故者のための近親者による造像である。これ
らの像の銘文は、場合によっては著しく簡略
なものではあるが、基本的な内容は中国南北
朝期の造像銘と共通している。また、像とと
もに銘文を刻むという作法も、現存する北朝
の造像碑などと共通したものとみることが
できる。 

これらの銘文の多くにおいて「奉為～」と

記される対象は、親子、夫婦、主従、師弟と

いった造像者と一定の関係をもつ物故者で

ある。そして、その関係の中において物故者

のためにおこなわれた造像は、「孝」や「忠」

という儒教的な倫理を背景として評価され

る。したがって、「奉為～」という動機は、

六朝期に儒教との習合を果たした中国仏教

に由来する、共通した制度に基づくことが想

定される。 
 また、造像銘は一般に、台座や光背という

像を見る人間に見やすい位置に書かれる。こ

こから、造像銘には造像者と物故者の関係を

明示する意味があると考えられる。これは、

中国の墓制における墓碑の機能に類似して

いる。つまり造像銘とは、造像行為の意味を

対外的に示す機能があると理解できる。韓半

島の作例を日中の間に置けば、このような造

像は東アジア全体において見られるもので

ある。 
 本研究は、東アジアの造像におけるこのよ

うな共通性に注目し、造像行為を支える思想

的枠組みを解明することを目指して始めら

れた。そのため、本研究では、この理念によ

る仏教造像を「奉為の造像」と位置づけ、そ

れが日本においてどのような造像に結実し

たのかを考察することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
本研究は東アジアに拡がる「奉為の造像」

を考えるために、(1)日本における造像と、

(2)その比較対象となる中国及び朝鮮半島の

造像を研究対象とした。以下にその内訳を示

す。 

 

(1)日本における造像 

①飛鳥―奈良時代の追善造像  

上代日本において確認できる「奉為の造像」

をとりあげる。第一には飛鳥時代の「知識」

造像に着目し、中韓の在銘像と比較しつつ、

造像組織・造像目的・表現の相関を跡づける。

第二には、天平期に特に光明皇后によってお

こなわれた追善造像を対象に、そこに中国に

おいて成立した儒仏の習合を背景としたモ

チーフが移植されていることを明らかにす

るとともに、天平期の造像の基底に「孝」が

強く意識されていたことを考証する。 

②平安時代前期の追善造像 

九世紀前半の承和期以降、中央の貴顕が主体

者となった造像が活発化する。そこには、観

心寺如意輪観音像、広隆寺講堂阿弥陀如来像、

安祥寺五智如来像、仁和寺阿弥陀三尊像、棲

霞寺阿弥陀三尊像など当該期の乾漆併用像

の代表的遺例が含まれる。従来これらの造像

は真言系彫像として括られ、密教的背景から

解釈されることが多かったが、これらは明ら

かに「奉為の造像」として位置づけられるべ

き事例である。飛鳥時代の造像例とは違い、

これらの造像には銘文が伴わない。しかしな

がら、資財帳などにはその造像主の名が明示

されている。このことは、像を記録するに際

して最も重要視された情報が造像主だった

ことを示している。これらが「奉為の造像」

として位置づけられる理由はここにある。さ

て、これらの造像は何らかの枠組みに則って

為されたと見られるが、そこにはいくつかの

方向性が看取される。天平造像の復古、陀羅

尼の功徳への期待、唐制への準拠として想定

されるそのような枠組みについて、より詳し

く検証をおこない、「奉為の造像」がこの時

代、どのような制度の中で実現したのかを明

らかにする。 

 

(2)中国及び朝鮮半島の造像 

①中国北朝期の邑義造像 

雲岡石窟第１１窟の太和７年（483）の銘文

に初めて現れ、河南省の北朝期の造像碑に頻

出する宗教組織「邑義」による造像は、地縁

を紐帯とした結社がおこなう「奉為の造像」

である。本項ではこれらを対象とし、銘文の

読解をおこないながら、組織の実態・造像目

的・モチーフの意味について分析を加える。

この作業は、「奉為の造像」の基本的な構造

を明らかにするとともに、日本の「知識」造

像をも展望する材料となる。 

 
② 中国隋唐期の舎利荘厳 



隋文帝による仁寿舎利塔の起塔は、その石函

に釈迦の死を悼むモチーフが描かれている

ことから、釈迦の埋葬として位置づけられて

いたことがわかる。また、則天武后による大

雲寺では舎利容器が棺型へと変化したこと

が知られる。これらのことは、舎利を丁重に

埋納するという行為が、墓葬に擬された「奉

為の」行為となったことを示している。舎利

荘厳は仏教荘厳と墓制とが交渉する具体的

現場として捉えられるのである。本項では隋

唐期の舎利容器を調査分析することを通し

て、儒教に由来する墓制が仏教荘厳とどのよ

うに関わっているかを跡づける。 

③統一新羅時代の追善造像 

統一新羅時代の在銘石像（癸酉銘全氏阿弥陀

仏三尊像〈673 年、国立中央博物館〉、癸酉

銘三尊石仏碑像〈673 年、国立公州博物館〉、

戊寅銘石仏像〈678 年、蓮花寺〉など）は、

中国の造像碑の形式を継承しつつ、その銘文

中に造像主体として「知識」を登場させる点

で日中の中間に位置づけられる「奉為の造

像」である。また、防禦山薬師三尊像は、地

方官吏が王のためにおこなった九世紀新羅

の磨崖仏形式の「奉為の造像」である。この

ような造像例を素材に、統一新羅の「奉為の

造像」制度を定位する。 

 
４．研究成果 

2006 年度 

（１）海外調査 

2006 年 9 月に二週間、中国陝西省・河南省に

おいて、以下の調査地を調査した。 
〔陝西省〕碑林博物館、陜西省歴史博物館、

陜西考古研究所、青龍寺（以上西安市）、慶

山寺（西安市臨潼区）、法門寺（扶鳳県）、慈

善寺石窟、九成宮遺跡（麟遊県）、彬県大仏

寺（彬県）、葯王山石窟、耀県博物館、神徳

寺遺址（以上耀県）。〔河南省〕龍門石窟、古

墓博物館（以上洛陽市）、河南省博物院（鄭

州）、相国寺、鉄塔（開封）。この調査におい

て、本研究のテーマに沿う、以下の二項目に

おいて成果を得た。 

①中国の邑義造像・石窟造像 

 西安碑林博物館、葯王山碑林、河南省博物院

においては、展示中の多く造像碑を調査し、「奉

為」目的で造像された作例の祈願内容と主題・表

現について多くの資料を得た。 

② 中国隋唐期の舎利荘厳 

隋文帝仁寿舎利塔の重要遺例である、耀県

神徳寺塔については、耀県博物館において出

土遺物を調査し、また寺址を踏査した。特に

神徳寺址の立地を確認できたことは、仁寿舎

利塔が景観と有意な関係を持っていること

を確認できた点できわめて有益だった。 

麟游県では、慈善寺石窟、九成宮というい

ずれも文帝と仁寿舎利塔に深く関わる遺跡

を調査し、この事業の起点としての意味を再

考した。 

法門寺と慶山寺では、唐代舎利荘厳の最重

要な遺例二件について詳細な調査をおこな

った。特に、慶山寺では、地宮そのものの構

造に重要な意味があることを見出し、きわめ

て有益な資料を得た。 

（２）日本国内の調査 

畿内と九州を中心として、平安時代の寺院

と仏像に対する調査をおこなった。造像の動

機として「奉為」観念が重要な意味を持って

いることを再確認した。 

 

2007 年度 

（１）海外調査 

2007 年 9 月に十日間、中国山西省・河北省・

山東省において、以下の調査地を調査した。 
〔山西省〕山西省博物院、五台山（顕通寺・

菩薩頂・塔院寺）。〔河北省〕曲陽・北嶽廟・

修徳寺址、定州（定州市博物館・開元寺塔・

浄衆院・静志寺地宮）、正定（天寧寺木塔、

龍興寺、龍蔵寺址、開元寺塔）。〔山東省〕博

興（博興県博物館、興国寺石造像）、東営市

博物館、青州（青州市博物館、逢山県勝福寺

址）、臨ク県博物館、安丘（安丘市博物館・

董家荘漢墓）、諸城市博物館。この調査にお

いて、本研究のテーマに沿う、以下の各項目

において成果を得た。 

①北魏～唐の「奉為」造像 

山西省博物院、博興県博物館、東営市博物館、

青州市博物館、臨ク県博物館、安丘市博物館、

諸城市博物館では、近年発掘された石造遺物

中に、「奉為」造像の実例を多数調査し得た。 

②舎利塔・舎利荘厳 

定州市博物館では、静志寺地宮出土遺物を多

数調査した。修徳寺塔、開元寺塔（定州）・

浄衆院・静志寺地宮、天寧寺木塔、龍蔵寺塔、

開元寺塔（正定）、勝福寺塔において、隋～

北宋の舎利塔建立地の現地踏査をおこなっ

た。隋の舎利塔碑として、龍蔵寺碑（正定

龍興寺）、龍華碑（博興県博物館）の二件を

調査した。 
 
（２）日本国内の調査 

近世肖像彫刻についての調査を開始し、古代

的「奉為」造像の近世的変容について見通し

を得た。調査物件は以下の通り。徳川家康像

（東京・芝東照宮）、徳川家康像（京都・南

禅寺）、豊臣秀吉像・高台院像（京都・高台

寺）、伊達政宗像（宮城・瑞巌寺） 



 

2008 年度 

（１）海外調査 

2008 年 9 月に九日間、中国甘粛省において、

以下の調査地を調査した。 
〔甘粛省〕敦煌莫高窟、敦煌博物館、西千仏

洞、楡林窟、文殊山石窟、馬蹄寺石窟、金塔

寺石窟、甘粛省博物館。この調査において、

本研究のテーマに沿う、以下の項目において

成果を得た。 

①北涼～唐の「奉為」造像 

上記の調査地における、石窟・単独造像・造

像碑を調査し、銘文の読解と表現の分析をお

こなった。その結果、「奉為」造像の実例を

多数調査し得た。中でも、敦煌博物館におい

て北涼の八角石塔を実見し得たことは、中国

思想と仏教の習合状況を考える上での、きわ

めて重要な材料となった。 

（２）日本国内の調査 

立石寺（山形）、円福寺（白鷹町）、新庄（戸

沢家墓所）、郡山（如法寺）、二本松（龍泉

寺）、二本松（二本松市歴史資料館、畑田地

区）、揖斐郡揖斐川町（華厳寺）、津市白山

町（河口頓宮跡）、伊勢市（伊勢神宮）。 

東北地方の調査地では、特に経塚と立地の関

係について知見を得、「奉為」行為としての

埋経という問題に貴重な展望を得た。また、

中部地方での調査では、聖武天皇の関東行幸

を「奉為」行為の観点から捉える重要な知見

を得た。 

 

2009 年度 

（１）海外調査 

2009年 8月に9日間、中国浙江省において、

以下の調査地を調査した。 

〔浙江省〕霊隠寺、飛来峰石仏、雷峰塔、浙

江省博物館、慈雲嶺資延寺、烟霞洞、六和塔、

通玄観、上天竺寺、下天竺寺（以上、杭州）、

柯岩弥勒仏、会稽山寺、ウ廟、ウ陵、蘭亭（以

上、紹興）。阿育王寺、延慶寺、天一閣（以

上、寧波）、紫竹林、潮音洞、普済寺（以上、

普陀山）、巾子山、開元寺跡、妙善寺跡（浄

慈寺）、台州（臨海）博物館、台州黄岩霊石

寺塔、黄岩博物館（以上、台州）。上記の調

査地における、石窟、単独造像、造像碑、舎

利塔ならびに舎利容器の調査をおこない、表

現ならびに所在地の意味について分析を加

えた。ウ廟に隣接する大ウ寺は、仁寿舎利塔

起塔地のひとつである会稽山寺である。同地

の現地調査によって、本研究ですでに確認し

てきた仁寿舎利塔起塔地の景観と同様の条

件を備えていることが確かめられ、景観分析

の貴重な素材を得ることができた。また、普

陀山では、観音霊場が備えるべき景観上の条

件と絵画作例と景観との関係について貴重

な成果を得た。 

（２）日本国内の調査 

東北地方では、米沢市、いわき市、会津の

各地を現地調査し、仏像の所在地と景観の関

係に分析を加えた。また、長谷寺・壷阪寺・

子島寺・粉河寺での調査により、特に霊験観

音の所在地の意味を考察した。長谷観音は

「奉為の造像」の文脈を踏まえることで、霊

験像としての意味を的確に把握することが

できる。したがって、「奉為の造像」は長谷

観音のように、祈りを捧げられるべき場を得

ることでその意味を完結するのである。 

（３）報告書の刊行 
四年の調査研究を踏まえた論文三篇を収

載した研究成果報告書を刊行した。 
第一章「「奉為の造像」論―主体・祈願・

表現」（長岡龍作）は、中国北魏の雲崗石窟

を中心に扱いながら、東アジアにわたる「奉

為の造像」の基本的な原理を考えた。誰が誰

のためにという関係をテーマとして造像を

捉え、誰がという面では、北魏に盛行した「邑

義」という信徒団体の自己イメージを問い、

誰のためにという面では皇帝のためという

動機の内実を問い直した。そして、そのよう

な意識がどのような表現へと結びついたの

かを確認した。 
第二章「興福寺講堂不空羂索観音菩薩像の

造立と南円堂移座―先考先妣の為の造像と

像のその後―」（原 浩史・研究協力者）は、

日本の奈良時代の興福寺講堂不空羂索観音

像をとりあげた。藤原氏が亡き親の為に造像

した本像は、その後南円堂に移され、篤い信

仰を集めるに至る。今は失われてしまった本

像の造像事情を周到な史料読解によって辿

り、誰が誰のためにどういう願意で造ったの

かをあきらかにした。また、従来議論の的と

なっていた南円堂への移座問題について新

知見を提示した。 
 第三章「天皇の仏画―『門葉記』にみる三

壇御修法をめぐる造像」（泉 武夫）は、平

安中期には成立していた玉体護持のための

三壇御修法（如意輪観音法・普賢延命法・不

動法）の本尊画像について、その仕様と像容、

絵師や阿闍梨の関わり方を『門葉記』を読み

解くことからあきらかにした。王の為の修法

の本尊は、王の為の造像にほかならならない。

画像の像容は、天皇への憚りを意識したもの

だったことを指摘し、「誰のため」が表現を

確かに左右していたことを示した。 
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